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美祢市立図書館複合化施設整備基本設計パブリックコメントの結果について 

案件名 美祢市立図書館複合化施設整備基本設計 

意見募集期間 令和 7年 10 月 31 日～令和 7年 12 月 1 日 

意見提出者数 4 名（個人 4名、事業所 0 社） 

提出方法 持参 4件  

地区別提出数 美祢 2件 美東 0件 秋芳 1件 不明 1件 

 

提出されたご意見に対しての考え方（回答） 

 

P2 仕様概要書 

ご意見 回答 

図書館で本をリクエストしても、購入でき

ないと言われました。予算の制約があっても

市民がリクエストした本を一切買わないのは

図書館としての役割を果たさないのではない

でしょうか。 

利用者の皆様からのリクエストは、図書選

定の重要な材料の一つとさせていただいて

おります。このほかに、蔵書の構成状況、図

書内容・公共図書館としての妥当性、利用が

見込まれる度合い、予算など総合的に勘案

し、図書の選定を行っております。 

今後も利用者の皆様の御意見を大切にし

つつ、多様なニーズに応えられるよう、限ら

れた予算の中でバランスのとれた蔵書構成

となるよう取り組んでいきます。 

新しい施設の中心となるのが図書館です。

図書館の充実が何より大切です。 

様々な活動をつなぐ場としてすばらしい施

設ができるようで期待が高まります。今まで

図書館に来ていない人も足を運んでくれるの

ではないでしょうか。また、図書館愛用者にと

っても本を片手にゆったりとした時間を過ご

すことができるのは大変喜ばしいことです。 

しかし、継続的に足を運んでもらうために

は、中心となる図書館の機能が重要です。美祢

市は東に山口市、西には下関市、南に宇部市と

山陽小野田市、北には長門市があります。複合

化施設の見た目が良くても中身が粗末になっ

てしまうと、美祢の図書館を利用しなくても

近隣の図書館を利用すれば良い、ということ

新たに建設する図書館複合化施設の持つ

機能を十分に発揮し、充実したものとするた

め、適切な蔵書数を含めた資料収集に関する

ことや人員配置など運用面については、今後

さらに検討を重ねていきます。 
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になりかねません。そうならないためにも、図

書館サービスが充実するように、建物だけで

なく、資料、そして十分な人員配置をお願いし

ます。 

 

P4 平面計画 

ご意見 回答 

 出入口の数が多いのではないでしょうか。防犯は

どのようにされるのですか。 

 1 階に 3 か所、2 階に 1 か所の計 4 か所の出入口

があるようですが、どこからでも出入りしやすい開

放的な空間とするために、あえて多くしているのだ

と思いますが、防犯についてはどのように考えてい

るのでしょうか。出入りしやすいということは、良

い人も悪い人も入りやすいということです。当然、

防犯カメラを設置するのでしょうが、昨今の事件報

道を見ると防犯カメラは起きた犯罪の追跡には役

立っているようですが、本当に防犯に役立っている

のか疑問です。今一度検討をお願いします。 

 一番の防犯は人の目です。人員の配置をお願いし

ます。 

防犯カメラの設置には、一定程度の

犯罪抑止効果があるものと認識してお

ります。今後の実施設計で、出入口箇

所、防犯カメラの設置、人員配置につ

いて、利用者の利便性や防犯面、予算

等総合的に検討・判断していきます。 

 本の無断持ち出しや切り取りなど、本の安全はど

うなりますか。 

 図書館が 1 階と 2階に分かれているため、図書館

部分とその他の部分の区切りがないようです。他の

場所で用事をしていて、貸出処理を忘れて持ち出し

てしまい、利用者がうろたえるようなことがありそ

うです。出入口の数が多いので BDS（持ち出し防止

装置）の設置には費用がかかります。本の安全につ

いてはどう対応するのでしょうか。 

 図書館が休みの日にも、この施設は開いているの

でしょうか。 

 新施設では BDS の設置をしない方針

です。現図書館は BDS を設置していま

せんが、本が紛失することや破損する

ことは少なく、ルールを守って利用し

ていただいています。しかしながら新

施設になり利用方法に戸惑いを感じる

方もおられるかもしませんので、利用

者にとって利用しやすい施設となるよ

う、休館日や開館時間を含め、運用面

について、これからさらに検討を重ね

ていきます。 

蔵書数は適正なのでしょうか。 

2024 年度末の美祢市立図書館（美祢のみ）の蔵書

数は 126,000 冊です。（「日本の図書館 統計と名簿

2024」）新図書館では79,000冊が予定されています。

 適正な蔵書数は人口規模にもよりま

すが、複合化施設の図書館以外の機能

との関連や、図書館内にゆとりあるス

ペースをどの程度確保するかにもより
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本当にこの冊数でよいのでしょうか。単純に考えて

約 47,000 冊の本が廃棄される計算になります。し

かし実際には開館に向けて蔵書の整備、開館後も常

時新刊を増やしていくわけですから、廃棄数はもっ

と多くなると思われます。確かに利用価値のない

（役目を終えた）本もあるとは思いますが、かなり

大変な作業です。一度廃棄してしまうと、元にはも

どせません。その一方、新しい本はどんどん出版さ

れて図書館にも入ってきます。もう少し本を置ける

ように書庫を広げるなど考えていただけませんか。 

 もちろん、県立図書館のｅ－ｎｅｔサービスの利

用や相互貸借サービスを利用することも可能です

ので、ある程度は補えるとは考えます。しかし、他

館には他館の利用者（市民）がいるので、当然そち

らが優先です。また、相互貸借では新刊本の借入は

１年待たなければいけません。本当にこの冊数設定

で大丈夫ですか。 

ますので、実施設計で改めて検討しま

す。 

図書館のスペースが狭いため、置いてある冊数も

少なくなることが懸念されます。 

適正な蔵書数については現在検討し

ています。適正な蔵書を配架できるよ

うに、スペースや書棚を実施設計でも

検討していきます。 

1 階が子どもスペースで、2階が一般スペースで、

受付カウンターが 1、2 階にありますが、職員をそ

れぞれ配置するのですか。それともロボット等の利

用となるのですか。 

基本的には、1、2階それぞれの受付

カウンターに職員を配置することを想

定しています。貸出については、カウ

ンター付近に貸出機器を設置して、利

用者が自分でも処理できるようにする

予定です。 

 

P6 配置図兼 1階平面図 

ご意見 回答 

和室について 

 炉があるので、茶室を兼ねた和室だと思われます

ので、その間取りについては、床の間は出入口より

奥が良く、また、出入口と水屋から離れたところに

配置して下さい。炉の配置もお茶室にのっとった間

取りをお願いします。 

 和室については、子育て支援、健診や

茶室として使用することを想定してい

ます。和室の設えは、実施設計で詳細

を検討します。 
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